
・ 高分子製品の品質管理，製造法などへの活用．
（プログラム期間中：高分子製品メーカー 社，プログラム終了後：高分子素材メーカー 社，日用品メーカー 社，電気部品メーカ 社との共同研究）

想定する分野・用途

・ 高分子の詳細な高次構造やダイナミクスを明らかにする物性研究手法の確立
・ 高次構造制御への挑戦，新たな物性や機能を持つ高分子材料の創造

最終目標

本プログラム終了後， 分光の産業応用を進めた結果，従来手法では見えない（見えにくい）高分子構造のわずかな違い
が判別できる事が実証されつつある．今後，様々な分野で製品の開発や品質管理に活用してもらいたい．

産業界への期待・要望

テラヘルツ分光による高分子構造の解明と操作
研究機関名：理化学研究所
所属名：光量子工学研究センター テラヘルツイメージング研究チーム
代表研究者：上級研究員 保科宏道、終了 年度（平成 年度）
共同研究者：尾崎幸洋（関西学院大学）、矢嶋摂子（和歌山大学）、高羽洋充（東北大学）

研究・成果概要

「テラヘルツ波新時代を切り拓く革新的基盤技術の創出」

ナイロンの構造相転移 ゲルの構造相転移

THzスペクトル計算手法の開発 結晶性のモニタリング

高次構造とTHzスペクトル 低周波数ラマンの活用
プロジェクトの概要


